








































































研究』第 24 巻第 1・2 号（1978 年 2 月）参照。





　法政大学大学院には 1974 年に入学し，修士課程 4 年，博士課程 5 年の 9 年間在学した。1983 年
3 月に満期退学した後，翌 4 月に三宅明正さんと 2 人で所員待遇の兼任研究員に採用された。これ
も中林先生の紹介だったように思う。このころはまだ半専任扱いだったため日本育英会の免除職に
該当し，学部時代に貸与されていた特別奨学金の返還が免除されたのは大いに助かった。


























（10）　法政大学大原社会問題研究所編『社会・労働運動大年表』第 1 ～ 3 巻，別巻，労働旬報社，1986 年，1987 年，































　私が前任の早川先生と交代する形で『年鑑』編集の担当になったのは 1990 年 10 月のことだっ
た。以来，91 年版から退職する年の 2013 年版までの 22 年間にわたって『年鑑』の編集に携わっ
（12）　その後，多摩キャンパスに移転し「新版」の刊行と作業は続き，編集委員会には，荒川章二，佐伯哲朗，相馬
保夫，長谷川義和，吉田健二などの若手研究者が加わった。
















るだけ早く執筆をはじめ，2 月から 3 月にかけての締め切りに間に合わせてもらう必要がある。
　各章の締め切りは同じではない。内容や資料が発表される時期，筆者などによって多少の差をつ



















（16）　私の 91 年の手帳の 1 月 14 日には「『年鑑』執筆開始の挨拶状」と書かれている。翌 92 年の手帳には，「2 月























なって研究所の手を離れるのは 5 月末で，それから 3 週間ほどして『年鑑』が刷り上がってくる。










63 歳という年齢で早期退職を選択した理由の 1 つだったのである。
（4）　「特集」テーマ・筆者の決定と痛恨の失敗
　私が担当した時期の特集のテーマ
　1991 年版（第 61 集）　労働組合組織化の新たな動向
　1992 年版（第 62 集）　ユニオンリーダーの属性と意識
　1993 年版（第 63 集）　現代日本の女性労働
　1994 年版（第 64 集）　日本における外国人労働者の現状
　1995 年版（第 65 集）　ILO と日本
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　1996 年版（第 66 集）　データ・ファイル＝戦後 50 年の労働問題
　1997 年版（第 67 集）　高齢者就業・雇用の現状と課題
　1998 年版（第 68 集）　現代日本の社会福祉労働
　1999 年版（第 69 集）　国際労働組合運動の 50 年
　2000 年版（第 70 集）　現代日本の雇用変動と雇用・失業問題
　2001 年版（第 71 集）　人事評価と労働組合
　2002 年版（第 72 集）　労働時間の法制の改編と運用の実態
　2003 年版（第 73 集）　メンタルヘルス問題と職場の健康
　2004 年版（第 74 集）　若年労働者の就業をめぐる諸問題
　2005 年版（第 75 集）　プロ野球選手会のストライキ／介護保険制度の現状と改革課題
　2006 年版（第 76 集）　 JR 福知山線脱線事故と JR の労使関係／日経連「新時代の日本的経営」
から 10 年
　2007 年版（第 77 集）　業務請負と労働問題／アスベスト（石綿）問題の過去と現在
　2008 年版（第 78 集）　介護労働と介護問題／国際労働組合総連合（ITUC）の結成
　2009 年版（第 79 集）　今日のワーキングプアと非正規雇用問題／Ｍ & Ａと労働問題
　2010 年版（第 80 集）　ユニオン運動の形成と現状／構造改革と社会保障改革
　2011 年版（第 81 集）　JR 不採用問題の和解と今後の課題／外国人技能実習生問題の現状と課題
　2012 年版（第 82 集）　東日本大震災と労働組合／原子力問題と労働運動・政党
　2013 年版（第 83 集）　変貌する正社員の雇用と労働／東日本大震災と公務労働
　2014 年版（第 84 集）　非正規労働をめぐる政策と運動／社会保障制度改革の現状と課題
　『年鑑』は 1980 年 11 月刊行の第 51 集（1981 年版）から「特集」を掲載している。『年鑑』がカ
バーする単年度の記録としてではなく，中・長期的な視野からそのときどきの重要なテーマについ
て整理，分析するためである。私が担当した 1991 年から 2014 年までの「特集」は上記のとおりで
ある。それを見れば，そのときどきにおいて何が重視され焦点となっていたかを知ることができ
る。
　特集は，2004 年版の第 74 集までは 1 本だったが，翌年からは 2 本になっている。『年鑑』の魅
力を高めて販売部数の低下に歯止めをかけようとしたためである。しかし，顕著な効果はなく，販
売部数は増減を繰り返しながら緩やかに減少していった。





























　91 年版では，第 2 部第 5 章の「産業動向と合理化」の節として，新たに「金融」と「建設」が
加えられた。また，第 4 部第 2 章の「労働者福祉運動」から労働者住宅を除き，新たに労働者生産
協同組合運動が加えられている。
　92 年版では，第 1 部第 2 章「労働者生活の実態」で家計を主とする消費生活だけでなく単身赴
任問題やセクシュアル・ハラスメント（セクハラ）などの職場の状況や労働のあり方も視野に入れ
るようにした。それまで第 2 部に収めていた「労働災害・職業病」は第 1 部に移し，第 2 部の「労
使交渉と労働争議」も第 3 部に入れて表題を「労働組合の組織現状と労働争議」と改めた。第 3 部
第 3 章の「賃金要求と賃金闘争」を「賃金・時短闘争」として労働時間短縮（時短）闘争も加え，






（18）　2012 年に『ネットと愛国―在特会の「闇」を追いかけて』で日本ジャーナリスト会議賞と第 34 回講談社ノ




　翌 93 年版では大きな変更は加えられていないが，94 年版にはいくつかの変更があった。前年版
で特集として扱った「女性労働」を新たに第 1 部第 3 章とし，「労働災害・職業病」を第 4 章とし
た。また，第 1 部第 2 章「労働者生活の実態」を「労働者の生活と意識」とし，意識調査の結果も
紹介することとした。
　95 年版でも大きな変化はなく，96 年版では第 2 部第 1 章「労働経済の動向」で，家内労働従事
者と外国人労働者についての記述を新設した。97 年版と 98 年版では変更はなかった。




　2000 年版は変更なく，01 年版で第 1 部第 4 章として「外国人労働者」を新設し，「労働災害・職
業病」を第 5 章としたのが，章別編成としての大きな変更だった。その後，これらの章はそのまま



























































（20）　私のブログ「五十嵐仁の転成仁語」https://igajin.blog.ss-blog.jp/ へのアクセス数は，2020 年 7 月 31 日現在で

































（22）　『民報・東京民報』の本巻 7 巻は，私が業務を引き継いだ半年後の 1991 年 6 月に刊行された。索引などの「別



































（26）　「ユニオンリーダー調査についての中間報告」『大原社会問題研究所雑誌』第 382 号（1990 年 9 月），「現代日
本のユニオンリーダー」『大原社会問題研究所雑誌』第 393 号（1991 年 8 月），「特集　ユニオンリーダーの属性と

































（30）　法政大学大原社会問題研究所編『日本の労働組合 100 年』旬報社，1999 年，参照。
（31）　法政大学大原社会問題研究所編『日本労働運動資料集成』全 14 巻，旬報社，2005 ～ 2007 年，参照。このう




（34）　1995 年 8 月が最初で，96 年 10 月，2004 年 6 月，09 年 3 月，10 年 11 月，12 年 1 月に訪韓し，個人的にも 1
回訪問している。
（35）　五十嵐仁「海外通信　中国の旅の空から」①～⑬，『労働法律旬報』第 1221 号（1989 年 8 月上旬）～第 1235






　ハーバード大学には 1 年間在籍し，2001 年 8 月 31 日にボストンのローガン空港からヨーロッパ
に向けて出発した。半年かけて世界の労働組合と労働資料館を調査するためである。その直後に，
9.11 同時多発テロが勃発するという偶然もあった。地球を一周して私が訪問したのはアメリカを含

























（37）　大原社研はこれに加盟する日本唯一の組織だった。私は 2001 年 9 月 6 ～ 8 日にフィンランドのタンペレで開
























（39）　現役時代の単著は 14，共編著 29，論攷・講演記録などは 233，書評は 36，講演・報告など 361，新聞や雑誌
等への談話など 113，夕刊紙『日刊ゲンダイ』へのコメントは 1994 年から留学中を除いて毎年 50 回ほどである。
ペンネーム（江藤俊介）でも，共著・論攷・書評・談話・コメントなど計 63 となっている。
（40）　田沼肇先生については，編集委員会編『田沼肇全活動』日本評論社，2011 年，参照。
（41）　畑田重夫編『現代の政治理論』学習の友社，1988 年，に書いた縁で出版社を紹介していただき，最初の単著
『戦後保守政治の転換―「86 年体制」とは何か』ゆぴてる社，1987 年，を刊行することができた。
